
1．は じ め に

その昔，生まれたばかりの新生児は眼が見え

ず，耳も聞こえないと信じられてきた．しかし

その後行われた数々の実験成果から，視覚は出

生直後から機能し，聴覚は胎児の段階から機能

していることが判明している．

乳児を対象とした心理学実験の手法の確立は

1960年代に Fantz1) の研究にある．言葉の通じ

ない乳児に心理物理的な実験を行うために考え

出された方法のひとつが「選好注視法 (Prefer-

ential looking)」である．「選好注視法 (Prefer-

ential looking)」とは特定の図形パタンを選好す

るという，乳児の一般的な性質を利用したもの

で，この選好をベースに実験は行われる．

Fantzは乳児の選好する図形パタンを解明し

た．生後 46時間から生後 6ヶ月までの乳児を

対象として，図形パタンへの好みを調べる実験

を行ったのである．さまざまな図形パタンを提

示し，図形への注視時間を計測した．その結果，

柄がないものよりも柄のあるもの，同心円のも

のや縞，そして顔図形も好んで見ることが判明

した．

特定の図形パタンに対する注視時間は一貫し

て高いという性質を利用した「選好注視法

(Preferential looking)」は，現在でも乳児を対

象とした心理物理実験に利用される．一般的に

はコンピュータモニタ上に視覚刺激を二つ横に

並べて提示し，それぞれの刺激への注視時間を

目視で比較することにより選好を調べる．

選好注視法の限界は，実験対象の図形に対す

る乳児の選好を前提としていることにある．選

好のない好みが同等なもの同士の図形の区別に

は，有効でないのである．

対象に好みがあるかどうかにかかわらず対象

間の区別を調べる実験手法には，「馴化・脱馴

化法 (habituation/dis-habituation)」がある．乳

児には新規な刺激を好んで見る新奇選好 (nov-

elty preference) があり，それを利用したもの

だ．成人では慣れた刺激を好む既知選好 (famil-

iarity preference) があるのに対し，乳児では慣

れたものよりも新しい刺激を好むという新奇選

好 (novelty preference) がある．そもそもこの

性質の逆転じたいも不思議ではあるが，実験で

はそのメカニズムには触れずに乳児の性質を利

用する．人工的に馴れた（学習した）状態を作

り出す．人工的に馴れた状態を作りだすことを

馴化と呼び，刺激への注視時間をもとにこの成

立を判断する．

実験では，同じ刺激を何度も繰り返し提示す

ることにより人工的に馴化の状態を作り出す．
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最初に提示した刺激への注視時間を基準とし，

注視時間が半分に減少した時に馴化が成立した

と判断する．より簡易的な方法では，あらかじ

め刺激の提示時間と提示回数を決めておき，そ

の間で馴化が生じたか否かを注視時間の有意な

減少で調べる．馴化成立後，馴化で使用した刺

激と，全く異なる新奇刺激を提示して，新奇刺

激に対する注視時間の上昇で，脱馴化が起きる

かどうか，つまり馴化刺激と新奇刺激の区別が

できているかを調べるのである．

選好注視法をより簡便に改変した強制選択選

好注視法のテクニックは，乳児を対象とした視

力検査であるテラー式テストなどとして医療機

関で利用されている．これは注視時間を測るこ

となく目の前の左右どちらにターゲットがある

かを乳児の行動から二者択一で決定し，その成

績からターゲットに対する有意な選好があるか

否かを調べるのである．これらの手法を用いて，

視力やコントラスト感受性など，乳児の基礎的

な視覚特性が解明され，乳児の視覚世界が明ら

かとなった 2,3)．テラー式テストなどを含めた乳

児を対象とした視力検査では，白黒の縞パタン

と白黒の縞を混ぜ合わせたグレーパタンを左右

対にして提示して縞パタンへの選好を測定し，

選好が生じる限界を視力と決定する．新生児の

視力は 0.02程度で生後半年までに急速に発達

し，その後緩やかに発達する．生後半年がおお

まかな分岐点といわれているが，この時点の視

力は 0.2程度である．コントラスト感受性も生

後半年が，発達上の大まかな分岐点となること

が知られている．視力発達は生後半年以降も緩

やかに続き，視力発達が終了するのは，おおよ

そ 10歳ごろともいわれる．

振動によって伝わる聴覚は，胎児の頃から機

能する．一方で光によって伝わる視覚は，真っ

暗な胎内から出ないことには，刺激自体を受け

取ることができない．そういうことから，視覚

機能の発達は，出生後しばらく続くことがわ

かっている．

たとえば生まれてから光を受け取ることがで

きなかった白内障による先天盲，その開眼手術

の時期と視覚機能の回復から，視覚機能の完成

時期を推測することができる．こうした患者の

手術後 10歳まで追跡調査を行ったところ，手

術の時期が生後 100日を越えると，規則的で不

随意な眼の震（眼振）が残り，視力が悪くなる

可能性が高まることがわかっている 4)．

こうした視覚障害の研究や乳児を対象とした

視覚実験から，視覚機能は運動視から機能し始

め，パタンを見る能力や立体視へと続き，複雑

な機能ほど後に形成されることがわかっている．

2．動きと形を見る能力の発達

視覚を形と動きに大きく分類すると，運動視

が先に発達することが知られている 5–7)．新生

児でも近づく動きに防御反応をすることは，

Yonasら 8) の実験から明らかになった．また

Shiraiら 9) は，放射状に運動するランダムドッ

トを提示し，特定の速度ではあるが生後 2ヶ月

の乳児でも放射状の運動に好みを示すこと，さ

らに加速度をつけ放射運動を接近運動に近い印

象にするとその好みは増えることを示している．

結果に限定はあるものの，動きへの反応は皮質

の発達し始める生後 2ヶ月という，早い時期に

機能することが示されている．

一方で形態知覚は一般的に動きよりも遅く発

達し，さらに運動情報を加えることによって形

態知覚が促進されることが知られている 2,3,7)．

たとえば Otsukaら 10) の実験では，主観的輪郭

を動かすことによって生後 3ヶ月の乳児が主観

的輪郭を知覚できることを見出した．

形と比べて先に発達する動きの経路である背

側系は，しかしながら発達障害で壊れやすいと

いわれ 6,11)，ウィリアム症候群をはじめとした
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図 2 乳児から見た顔イメージ．



発達障害ではこの動きの経路が選択的に壊れて

いるという仮説のもと，多くの研究が行われて

いる 6,7)．

自閉症児を対象とした研究では，自閉症児の

運動視の欠損と，形態視の特殊性が研究されて

いる．

形を見る能力の優位性に関しては，たとえば

囲まれた中にある，静止したターゲットの検出

が速く 12–15)，ローカルな部分に注意しやすいこ

と 16–20)，視覚学習課題では，よく似た新奇刺激

を弁別する能力に長けていること 21) などが報

告されている．Bertoneら 22)が，静止した図形

の方位の閾値を計測したところ，単純な刺激の

場合，高機能自閉児の閾値は健常児よりも低

く，複雑な刺激の場合，逆に高機能自閉症の閾

値は健常児よりも高くなることが判明した．

自閉症児の形態視の特徴は，「低次の静止情

報処理に優れている」21)という仮説がある一方

で，実験状況の副産物という批判もあるようだ．

運動視が劣っているというデータも多数あり，

様々な複雑な運動刺激への感受性が一貫して低

いことが報告されている．拡大縮小運動 23) グ

ローバルモーション刺激への順応 24)，ランダム

ドットキネマトグラム 25)，バイオロジカルモー

ション 26)，モーションセグリゲーション 23)など

の感受性が一貫して低いことが報告されている．

3．乳児の脳活動の発達

近年発達した近赤外線分光法 (NIRS) を使用

し，乳児の視覚にかんする脳活動を計測する試

みが行われるようになった．近赤外線分光法

(NIRS) とは，近赤外線光が皮膚や頭蓋に吸収

されずに血中ヘモグロビンで吸収され，しかも

ヘモグロビンの種類によって波長が異なること

から，酸化ヘモグロビンと総ヘモグロビンを計

測する．非侵襲性であること，そして拘束する

必要が少ないため乳児にも対応可能な計測手法

である．
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図 3 プローブの計測位置．
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図 4 正立顔と倒立顔を観察中の左右両側頭におけるヘモグロビン量の変化．

図 5 正面顔と横顔を観察中の左右両側頭におけるヘモグロビン量の発達的変化．



Otsukaら 27)は，この近赤外線分光法 (NIRS)

を用いて，上側頭溝 (STS) および紡錘状回

(Fusiform gyrus) など顔処理の対象部位となる

側頭の活動を，生後 5�8ヶ月の乳児を対象に

計測した．

生まれたばかりの新生児でも顔を検出し選好

することが知られているが 28)，皮質や脳の発達

からいうと，新生児での顔処理が成人と同様と

は考えにくい．成人の顔処理の特徴は，莫大な

数の顔を記憶し識別できることにあり，その背

景には上側頭溝 (STS) および紡錘状回

(Fusiform gyrus) といった顔処理に特化した部

位の存在と，顔の“全体処理”があげられる．

“全体処理”とは，目鼻口の部分で顔を判断す

るのではなく，目鼻口の位置関係をもって顔を

判断することである．そしてこの“全体処理”

を示す現象に，顔の“倒立効果”がある．“倒

立効果”とは，顔を逆さにするとわかりにくく

なる現象であり，それが顔固有に生じることが

知られている．そして乳児を対象とした顔認知

発達の研究から，“全体処理”の証拠は生後

8ヶ月にみられることがわかっている 29)．

Otsukaらは乳児でも顔領域が活動するかを調

べるため，ベースラインに 5つの野菜，テスト

に女性 5人の顔を見せ，ベースラインから顔テ

ストでヘモグロビンの変化を調べている．さら

に倒立効果の有無を調べるため，テストの顔で

顔を逆さにして提示する条件と正立で提示する

条件を設定し，この間でヘモグロビンの変化を

比較している．実験の結果，顔を見ることによ

り右側頭の活動は高まり，特に倒立よりも正立

でこの活動が高まることが判明した．成人も顔

処理では特に右半球の活動が高まることから，

この月齢の乳児においても高度な顔処理が可能

であることが示唆される．

さらに Nakatoら 30) はこの時期の脳活動の発

達を調べる実験を行った．これまで乳児を対象

とした顔認知発達実験から，異なる角度の顔を

認識することが発達的に遅いことが知られてい

る．Faganら 31) は未知の女性の正面顔を学習

した後で，横顔を見せて学習効果を確認したと

ころ，生後 7ヶ月の乳児が学習可能であること

が示された．そこで Nakatoら 30) は，生後 5ヶ

月児と 8ヶ月児が正面顔と横顔を見ている時の

脳活動を計測した．ベースラインは Otsukaら
27)の実験と同じ 5つ野菜，テストでは同じ女性

5名の正面顔と横顔が用意された．5ヶ月と

8ヶ月の 2群に分けて実験を行ったところ，8ヶ

月児は横顔・正面顔とも同じような右半球が優

位な脳活動を示したのに対し，生後 5ヶ月の脳

活動は弱く，正面顔でしか活動を示さないこと

がわかったのである．

以上，さまざまな手法を使用した乳児の視知

覚認知実験について概観した．乳児の視覚認知

発達については，比較的低次で基礎的な発達過

程に関してはある程度明らかになっているとこ

ろもあるが，それぞれの能力がどのように統合

されてどのように高次な知覚過程が形成される

かについては未解決の部分が多い．近年の研究

では比較的低次な視覚レベルの発達的な障害が

将来の社会的な能力の欠損という現象につなが

ることも検討されている．発達障害児に何が欠

けているかを考え直す点においても，重要な問

題が残されているといえよう．
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